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当り 2万株程度が適当であると思われる。なお,密 IIE
4 要     約 裁培において,収穫年次が経過するにつれて品質の低

以上の結果,密植裁培にも限度があり, 10a当 り  下があらわれてきているので株の間引きおよび収穫本
5万株以上の密植は生産費用 ,流通費がかかる割には  数の調節が必要である。
所得は少なくなる傾向がみられる。経済的には 10a

北東北における施設の経済的周年利用技術

藤本順治・保坂 勇・田村保男
(秋 田県農業試験場 )

的周年利用技術体系について検討 したので,そ の結果
1 ま え が き の概要 を報告する。

施設園芸の規模拡大と収益性を高めるには,地域的
2試 験 方 法に有利な作目の組合わせによる施設の周年利用技術の

確立が重要であることから,昭和 4フ ～ 49年 の 3カ    イ ハウスの利用体系
年にわたって北東北の気象条件に適合する施設の経済   周年利用体系の基本 となる作目は第 1表 のように 5
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体系化 を図るために実施 した素材試験の うち本稿で    ' 早 どリオクラ裁培
は本体系を特徴づける素材試験のみに限定 した (第 1    

第 2表  オクラの品種比較
表 )。                               |
2 供試条件
早 どリオクラの裁植距離はベット幅
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Q8り ,追肥 N19た夕,K2011り を 3回 に分施 した。
温室 メロンは 33″ 当 り7株 とし,プ ラスチッタ鉢

で裁培 した。施肥量は 1株 当 り尿素入粒状 220号 (メ ロ

ン用 -12-12-10)を 基肥に55,,追 肥は45,を
3回 に施用 した。

野菜の貯蔵 に供試 した施設はファイロンハウスおよ
昭 49は 2月 10日

びビニールハウスで,一部ガラス室も用いた。施設は   3カ 年にわたる試験で,上位成績 をあげた品種を第
断熱材を内張りし,欄 を設け野菜 を貯蔵 し,打切 り後  2表 に示 したが,パ ーキンス・スピンレスボッド,タ
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注 は種期 :昭 47,昭 48は 2月 1日

は取 りはず しができるよう内部装備 をした。 リムソン・ スピンレスは年次差は多少あるがこの商品
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種は草勢が強 く多収で作 りやすい品種である。 なお 5

年次に収量が低い原因は ,は種期が前 2年より 10日

遅れたためである。

第5表  オクラのは種期 と収量 (33″ 当 り上物個数 )

第 4表  オクラ裁培の収益

注 昭 4'の 市場価格

日以降のは種では収量,収益は著 しく低下する。 した
がって早 どリォクラは高温性作物のため早まきに過ぎ

ても青苗困難 となるのでは種適期は 2月 上旬とみられ

る。市場価格はキ _ウ リなどより堅調で,こ 5デ 当 り

5千円前後 とキュウリ裁培より価格的にも有利であ り,

鉢, 20ι鉢では生育もすぐれ,果重,果実品質 とも

に同等のものが収穫できた。キャンカーの発生をみる

と生青のよかった 15ι鉢, 20ι鉢の裁培では排水が

よく根が健全に保たれたことから被害株はなく,ま た

鉢裁培では株ごとに生育進度にみあったかん水が可能

であり,不良株 を交換することもできるので収穫株率

は種期ならびに育苗日数 と収量,収益 との関係につ

いて第 3,4表 に示 したが, 2月 1日 まきと 2月 10日

まきでは収量ならびに収益にあまり差がないが2月 20

栽培管理労力はキュウリにくらべて少ない。

2 温室メロン裁培
本体系では鉢載培を基本としているが,ベ ット栽培

と鉢栽培の生育収量 をみたのが第 5表である。ベット

裁培にくらべて, 10ι鉢では果重が劣ったが 15ι

を高めることができる。かん水の自動化について当農

試で開発 した受 all式 かん水機が第 1図 である。株元ヘ

の水の飛散がなく,水圧が受皿で消去されるので床土

の物理性の保持がよく,株周囲に均等に水がかかり,

手かん水にくらべて 約/に かん水労力が節減できる

(第
`表
)。
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第 1図 受皿式自動かん水機

第 6表  澪水労力調査 (a当 り )

II1  2    4    6    8   :0   12    2    4    6
(正午 )

第 2図 断熱材の内張 りした貯蔵施設内温度

であるが外気温は最低-13Cと なり日中 8℃ に上昇
したが施設内の温度はほぼ OC近 くで経過 し貯蔵野菜
の温度障害はなかった。

つぎに貯蔵は湿度条件に影書きれるが,施設内空気
湿度 と野菜の貯蔵性 をみたものが第 3図 である。キャ
ペツは
'4%～
95%,′ タヽサイは 91¢ ～

'3%で
貯蔵

歩留 りが高 く,湿度管理の日標が把握できた。

第 5日  施設内湿度 と野菜の貯蔵性

貯蔵野菜そのものの貯蔵性の差異を品種についてみ

たものが第 4図 で,品種間差が明 らかに認められ,キ

ャペツは冬穫 D号 ,ハ クサイ坂東が貯蔵性が高い。
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出入の労力が節減できるなど利点をもっている。

温室メロンの収益性は第 7表のようによ3″ 当 り約
4千円となっている。

第ア表 温室メロンの収益性

3 野菜の貯蔵
ハウス施設での野菜貯蔵で第 1に問題になる点は貯

蔵適温の確保であるがハウス施設内温度は冬期間もそ

のままでは変化が激 しく貯蔵に適きない。そこで断熱

材を内側に隙間なく張ると実用的に十分な恒温性が得

られることが知 られた。第 2図 は断熱材として発泡ス

チロール板 (厚 さ25綱 )を使った施設で, 最も外気

温の日変化の激 しかった時の施設内温度 を示 したもの
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第 4図 品種による調整歩留

野菜貯蔵 の収益性について第 8表 に示 したが貯蔵収

益はキャベツで 2月 中・下旬,ハ タサイは 2月 中旬か

ら3月 上旬に出荷すると最 も高く,こ の時期の出荷で

貯蔵施設
`3″
当 り3万円前後の収益 となっている。
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第 8表 野菜のハウス貯蔵の収益性

注.,3″ 当 り貯蔵可能量 キャベツ 12ト ン,′ クヽサイ 1ト ン

4 む  す  び

北東北におけるンヽウスの経済的周年利用体系として

春作には,キ ュウ ,裁培より市況が安定 しており,省

力的に裁培できるオクラをとり入れ,夏作には夏期気

温の冷涼性 を活か した温室メロン,冬の積雪寒冷期間
は野菜貯蔵 に利用する技術体系を検討 した結果,地域

性を活か した極めて有利な利用体系であることが認め

られ,従来の年 2作型 にくらべて大幅な収益増加が図

られることが知 られた。
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